
　　

当院における身体的拘束を最小化する取り組み
  1．身体的拘束に対する基本方針

  患者さんの尊厳と権利を尊重し、よりよい入院生活を送ることができるよう、
  緊急やむを得ない場合を除き、身体的拘束は行いません

  2．身体的拘束最小化委員会の設置

  医師・看護師・薬剤師の多職種で構成しています

  3．身体的拘束最小化チームの活動内容

　①身体的拘束最小化に向けた院内ラウンド

　②身体的拘束の実施状況の把握および定期的な評価

　③身体的拘束の解除や代替ケアの検討

　④身体的拘束を行わずにケアするための用具の提案・導入

牛久愛和総合病院

　⑤身体的拘束最小化に関する職員研修の実施

　⑥やむを得ず身体拘束を行う場合、身体拘束の三要件(切迫性・非代替性・一時性)の

　　検討と状態観察、早期解除の検討

  ４．身体的拘束の実施状況

患者様の尊厳と安全を守るため
安心できる医療環境づくりに努めています。

対象期間
（直近３ヵ月）

身体的拘束の実施率身体的拘束を実施した日数入院料算定日数

0.7%17

※身体的拘束実施割合は、対象となる入院料を算定した日数のうち、身体的拘束を実施した日数の割合です。

※身体的拘束実施割合は、身体的拘束最小化推進体制加算の算定対象である地域包括ケア病棟の実績を掲載しております。

2026年9月1日時点

24832026.6.1～2026.8.31


